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ブナの花芽分化期及び花芽の

発育経過について(予報)
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Initiation and Development of Flower Buds in 

Fagus crenata BLUM正 (PreliminaryReport) 

Hayato HASHIZUME議

Summary 

The initiation and development of flower buds in Fagus crenata were investi-

gated in the Hiruzen forest of Tottori University， Okayama Prefecture. 

The differentiation of flower buds occurred during early to mid July.τbe 

primordia of male and female inflorescesces were initiated in mid July， and 

the primordia of male and female flowers started to differentiate on the inflo-

rescence axis in early August. In male inflorescences， the stamens were 

formed by mid or late September， and the sporogenous tissue was observed 

in anthers. In female inflorescences， the pistiles were formed by mid or late 

September， and the differentiation of involucre， ovary， and style was observed. 

Flower buds grew rapidly from July to September， and in mid or late 

September they could be distinguished from leaf buds by the bud form. 

Meiosis in pollen mother cells occurred in early March. The meiosis was 

normal， and abnormal pollen grains were scarcely observed. Immature pollen 

grains separated from tetrad grew slowly， and during the period from late 

March to early April they took mitotic division. In mature pollen grains， a 

reproductive nucleus and a pollen tube nucleus were observed. The mature 

pollen grains dispersed in late April. The number of days required from pollen 

formation to pollen dispersion was about 50 days. 
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ブナは我が国に広く分布し，また蓄積も多く，材は家具工芸，合板など用途が広く，広葉樹のなか

で最も重要な樹種の一つである。近年，拡大造林や過伐などによるブナ林の減少及び自然保護の面か
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らブナ林の価値が再評価ぎれ，ブ、ナ林の造成について試験研究がなされるようになってきた。

ブナは普通実生で、繁殖するが，結実年齢が高く，また結実の豊凶が激しいので，天然吏新や人工造

林lζ際しては開花・結実を促進して，種子を早く大量にならせる必要がある。筆者は約10年前からブ

ナの開花・結実について研究を行っており，ブナ林の着果状況，開花・結実の促進，種子の発育，

成熟などについて報告したが 1~6) 特lζ開花・結実を促進する場合，その基礎として花芽分化期と花

芽の発育経過を明らかにすることが重要であると考え，今屈これまでに採集した試料について調査研

究を行ったので報告する。

E 材料と方法

供試材料は冬芽で，関山県真庭郡川上村の鳥取大学蒜山演習林のブナ林(標高700m)で採取した。

採取時期は， 1973年 1974年， 1975年 1981年及び1982年で 6月から翌年4月までの期間に

月 1回または 2田程度冬芽を採取した。採取した冬芽は管びんに入れ，ファーマ一氏液で24時題匿肥

した後， 70%アルコール溶液に貯蔵し，冷蔵庫に入れて保存した。

冬芽はりん片を除き，パラフィンに埋蔵してミクロトームで厚さ 15μの連続切片を作るか，あるい

は徒手切片を作ってサフラニンとファーストグリーンの二重染色またはプロピオン酸カーミンで染色

して検鏡諦査した。花粉粒の形成については，雄花から蔚を取り出し，プロピオン酸カーミンで染色

して押しつぶ、レ法により観察した。

E 結果と考察

1. 花芽分化期及び花芽の発育経過

花芽の発育経過を図 1fζ示す。 6月下旬の冬芽はまだ小さく，生長点が尖っている。おそらく未分

化の芽と思われる。 7月上旬になると冬芽はやや大きくなり，生長点が肥厚して丸みを帯び，花芽分

化の徴候がみられた。 7月中旬には冬芽のりん片葉の服に小さな突起が形成された。これは花序の原

基で，芽の下方のりん片葉の肢に形成された 2----3偶は雄花序fC.，上方のりん片葉の販に形成された

1----2個は雌花序に発達する。花序の原基の認められたものは花芽と認定してよし、 ブナの形態自官E芽分化

期は芽の生長，剖巴厚耳目から花序原基分化耳目までと考えられ 7月上旬~中旬がその時期である。雄花

序の原基と峰花序の原基の底別は 7月下旬になるとはっきりしてくる。 7月の終わりから 8月上旬に

なると，花序の原基は伸長して大きくなり，雄花序の原基ではその側方に突起ができて，雄花の原基

が分化する。また雌花序の原基は先端が二つに割れて，雌花の原基が分化する。 8丹下旬には，雄ず

い及びi峰ずいが分化するようであるが，試料が少なく明確にする乙とができなかった。葉芽では， 8月

に葉及び葉肢に芽の原基が分化する。 9月中，下旬になると，雄花には弱が形成され，掲の中に胞原

組織が認められた。雌花では，雌ずいが分化し，総包，子房及ひ7臨が認められた。すなわち 9月

下旬にはほぼ花器が完成する。 10月以降は形態的に著しい変化はみられない。蔚の中の胞原細胞は 9
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図 1 フナの花芽の発育経過

未分化の芽(6月下旬)0 2 : 7月上旬の芽。 3:花序原基分化期(7月中旬)。芽りんの肢に
花序の原暴力5認められる。 4:雄花原基及び盟主1t原基分化期(7月下旬)。雄花及び賞者花の原基が認
められる。 5~ 7 :雄花及び盟主花分化期(8月上旬)0 8 : 9月中，下旬の花芽(芽りんをとり除い
たもの)0 1t/f;は毛主主で包まれている。 9: 9 月下旬の雄花序。 10~12 : 9月下旬のま草花及び弱。
約の中』ζ胞原組織が形成されている。 12・約。 13:胞原細胞(9月下旬)0 14: 9月下旬の量草花序。
15 : 9 月下旬~ 10月上旬の雌花。 子房， 1五柱及び総包が認められる。
Ffl:雌花序， Fflp:時花序原泰， Ffp:監草花原選， Lp:未熟な葉， Mfl 雄花序， Mflp:土産花序療法，
Mfp土産花原禁。 An:菊， In:総包， Ov:子房， Pe 花被， 5t:花柱。
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月下旬Iζ盛んに分裂する。

2. 花芽の生長
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図 2 フナの花芽と葉芽の生長比較
ι一一o花芽， ι →主主芳三。

3. 花粉の形成と発青

ブナの花芽と葉芽の生長及び発育状況

を図 2，写真 1Iζ示す。冬芽は 7月から

9月まで急速に生長し， 10月上旬には生

長が止まる。葉芽と花芽は8月ごろから

大きさに差がでるが 9月中，下旬にな

ると外形が著しく異なり，はっきり区別

できるようになる。すなわち，葉芽は芽

が細長く，形状比が大きいが，花芽は中

央部がふくらみ紛錘形を呈し，形状比が

小さくなる(写真2)。また花芽は，冬芽

のりん片をはぎ取ると，黒褐色の長い毛

で、覆われた雄花序が現われるので，容易

に見分けられる(写真 1)。ブナの花芽は

開花の前年の秋lζ外観的に識別できるの

で，結実の豊凶を 1年前に予測する乙と

が可能である。

結の中の胞原細胞は越年後花粉母細胞に発達するようである。 12月上旬まで、の荷内の細胞は角ばっ

ていて分離しにくいが月になると細胞がやや丸みを帯び離れやすくなる。花粉の形成過程を図3

K示す。花粉母細胞の減数分裂は 3月上旬にみられた。 1974年と 1975年の試料では 3月2臼から

6日の期間に第一分裂前期から第二分裂終期までの像が観察され 3月7日にはすべての花芽で四分

子が認められた。 1982年の試料では 3月5日にすべての花芽で四分子が観察された。減数分裂の期

間は比較的短く，数日のようである O また年変化も大きくないようである。

花粉母細胞減数分裂における四分子の形成は問時四分子形成方式をとり，第二分裂終了後4分核開

l乙稿膜を生じ，間分子が形成された。減数分裂における染色体の行動は正常で，異常分裂はほとんど

認められなかった。前報勺乙よると，正常花粉の出現率は96%，無能花粉の出現率は 4%で，発芽率

は平均96%であった。花粉の稔性は高かった。

自然状態における花粉の生長を悶 4I乙示す。四分子から分離直後の未熟花粉は 1核を有し，平均直
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写真1 ブナの花芽の発育状況
A 友より右へ， 7月上旬(未分化)， 
7月中旬(花芽分化期)， 8月上
旬， 9月中旬及び10月中旬の花芽
を示す。
日:9月下旬の花芽。おは芽りんを除
いたもので，雄花序および置を花序
がすでに形成されている。

全霊
2 

写真2 ブナの葉芽(左〉と花芽(右〉
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10月の状態，花芽は薬芽l乙比べて大
きく，丸みを帯びている。
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図3 7""ナの花粉の形成

1 :花粉母細胞， 2~4: 減数分裂第一分裂前期~終期， 5~8
:第二分裂前期~終期， 9 :四分子， 10:未熟花粉， 11:成熟
花粉。 1: 2月27日， 2~8: 3 月 2~6 日， 9 : 3月7日，
10: 3 .Fl10B， 11: 4月20日。
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箆は 18μであった。花粉粒は緩漫に生長して 4

月20日には平均直径43μになった。花粉の飛散期

は4月下旬で 4月20ごろから飛散がみられた。

未熟花粉は生長期の終わりに 1@]細胞分裂を行い，

生殖核と花粉管核が形成されて成熟花粉に発達す

る。花粉粒の細胞分裂は 3月25日から 4月10日の

期間にみられた。花粉粒の形成から花粉飛散まで

の所要日数は約50日であった。他方枝を切りとり

室内で水挿しした場合には，花粉粒は急速に生長

して 3月下旬κ成熟花粉lζ発達し，飛散した。花粉

粒形成から飛散までの所要日数は約20日で、あった。

4.考察
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図4 自然状態におけるフナの花粉の生長

広葉樹の花芽分化期及び花芽の発育経過については花木類でくわしく調査されているが7)林木で

調べた例は少ない。 Lest er8)によると Po仰 lustremuloidesの花芽分f鴎官は 6月上旬で， 7月上

旬に雄ずい及び雌ずいの分化が認められた。 Merklerら9)によると，Whi te oak (Quercus albαL. ) 

では雄花序の原基は晩春l乙分化し 6月下旬"-7月上旬に雄花の原基が形成された。地方雌花序の原

義は晩夏に分化したが，その年はあまり発育しなかった。ブナの花芽分化期及び花芽の発育経過につ

いては，最近，三上と北上 lO~Il)が東北地方のブナでくわしく調査し， 報告書をとりまとめている。そ

れによると，ブナの雄花序及び雌花序の原基は 7月上旬に分化し 9月中旬には雄ずい及び雌ずいの

分化が認められ 11月中旬に四分子が形成されたという。本研究によると，岡山県蒜山のブナでは7

月中旬K雄花序及び雌花序の原基が分化し 9月中，下旬l乙雄ずい及びtt惟ずいの分化が認められた。

しかし，花粉は翌年の 3月上旬に形成された。乙のニつの研究を比較すると，;tt芽分化期については

著しい蓋はないが，花粉形成期は大きく違っている。東~tf也方のブナでは 11 月中旬に減数分裂が行

われて自分子が形成されたが，中国地方のブナでは翌年の3月上旬に花粉が形成された。 ζれは多分

気候の相違によるものと思われる。緯度や海抜高などの違いによって花芽分化期，花芽の発育経過に

どの程度差があるか更に研究する必要があると思われる。本研究及び三上らトn)の研究によって，ブナ

の花芽分イ国耳は 6丹下旬，，-7月中旬である ζ とがわかった。ブナの着花調節に際しては，花芽分化期の

前に処理を行う必要があり，本研究の結果は実用上に大変役立つものと思われる O

N 総 t吉

1. ブナの花芽分化期は 7月上卸~中旬であった。花芽分化期には，冬芽の生長点が肥厚し，りん

片葉の服に雄花序及びtt雄花序の原基が分化した。雄花序では 8月上旬に雄花の原基が分化し 9月

中，下旬までに雄ずいが形成され，蔚の中に胞原組織の分化が認められた。雌花序では 8月上旬I乙
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唯花の原基が分化し 9月中，下旬までにi維ずいが形成され，総包，子房及び花柱の分化が認められ

た。

2. 花芽は 7----9月の3か月間に急速に生長して大きくなった。 9月中，下旬になると，花芽は中

央部がふくらみ，紡錘形を呈し，葉芽とはっきり区別できた。花芽の着生状況から，開花の前年の秋

に結実の豊凶を予測する乙とが可能である。

3 花粉母細胞は3月上旬に減数分裂を行って花粉が形成された。花粉母細胞の減数分裂は正常で、，

異常分裂はほとんど認められなかった。花粉粒は 3月上旬から 4月中旬まで緩慢に生長して大きくな

った。その間3月下旬----4月上旬に 1囲細胞分裂を行って成熟花粉に発達した。成熟花粉では，生殖

核と花粉管核のニつが認められた。花粉の飛散期は 4月下旬であった。花粉粒形成から飛散までの所

要日数は約50日であった。
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